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   A 63-year-old male visited our hospital with the chief complaint of right scrotal pain. The right 
scrotum was swollen to the size of a small egg, and its skin was reddish. The mass was palpable 
independent of the right testis and epididymis. We diagnosed an intrascrotal abscess. The pus 
spontaneously issued from the scrotal mass. Sequentially, the abscess was extracted under spinal 
anesthesia. Membrane-like tissue assumed as the abscess wall was removed. 
   Histologically, the abscess wall was composed of epidermal structure with epidermal 
keratinization, and horny material was found inside the wall. In the scrotal epidermis overlying the 
abscess, infiltration of neutrophils, lymphocytes, and multinucleated giant cells were observed. 
Anaerobic bacteria were detected in the pus of the abscess. Consequently, we diagnosed this case as 
rupture of an intrascrotal epidermoid cyst complicated by bacterial infection. 
                                             (Acta Urol. Jpn. 47: 441-443,2001)



















方 を受け,い ったん帰宅 した.し か しその後 も症状 の
軽快 を認 めず,当 科 を受診 し,精 査加療 目的にて5月
5日 に当科入院 となった.
なお,右 陰嚢の腫瘤 については1年 ほ ど前 よ り気付
いてお り,徐 々に増大 していったとの ことであった.
入 院時現 症:右 陰嚢 は腫脹 し,全 体 に発赤 を認 め
た.腫 瘤 は小鶏卵 大で,弾 性軟,ま た圧痛 を伴 ってお
り,膿 瘍 を疑 わせた.触 診上,右 精巣 は腫瘤 の内側 に
位置 し,腫 瘤 との連続性 は認 め られ なかった.体 温
36.7度,血圧122/88mmHg.
血 液,尿 検査 所見:白 血球 数10,4rOO/mm3,CRP
2。00と軽 度の炎症 反応 を認 めた.尿 沈渣 で はWBC
2～4個/hpf,RBCO個/hpf,また尿糖(一),尿 蛋
白(一)で あった.
画像診断:CT上,右 精巣 とは別 に,腫 大 した右陰
嚢内容 を認め た.そ の大 きさは4.5×3.5×4.5cmで
あった.ま たその内部 にはガス と考 えられ るlowde-
nsityareaが散在 してい た(Fig.1).
以上 よ り陰嚢 内膿瘍 と診 断 し,膿 瘍摘除術 を予定 し
た.術 前 日に膿瘍 は自壊 し,膿 の流 出を認めた.







































とが確認 された.膿瘍壁 として採取 した組織は,同 時
に採取 した陰嚢皮膚 とは明 らかに異なる表皮構造 を
保っており,表皮型角化を認めた.炎症反応は強く,













































































































腫 瘤 摘 出 が 望 ま しい と考 え る.
結 語
嫌 気 性 菌 感 染 に よ り 自 壊 に 至 っ た 陰 嚢 類 表 皮 嚢 胞 の
症 例 を 経 験 し た の で 文 献 的 考 察 を 加 え,報 告 した.
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